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(57)【要約】
【課題】液晶パネルを用いて画像を表示する場合に、低
解像度の表示画像をユーザーにより視認されにくくしつ
つも、その表示画像の明るさを確保する。
【解決手段】液晶表示装置１は、ＰＷＭ制御に応じて液
晶パネル１００に光を照射する光源２０と、画像更新期
間において、複数の走査線１１２をＫ本（Ｋ≧２）単位
で選択して、選択した走査線１１２に対応する画素１１
０にデータ信号を書き込み、画像更新期間の後の画像表
示期間において、複数の走査線１１２の少なくとも一部
を１本単位で選択して、選択した走査線１１２に対応す
る画素にデータ信号を書き込むように、液晶パネル１０
０を制御する液晶パネル制御部１２と、所定の輝度の光
を液晶パネル１００に照射する場合に、画像表示期間の
一部の期間におけるデューティー比を、画像表示期間の
他の期間におけるデューティー比よりも高くするように
、光源２０のＰＷＭ制御を行う光源制御部１３とを備え
る。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数本の走査線と複数本のデータ線との各交差に対応して設けられた複数画素を含む液
晶パネルと、
　ＰＷＭ制御に応じて前記液晶パネルに光を照射する光源と、
　画像更新期間において、前記複数本の走査線をＫ本（Ｋは２以上の整数）単位で選択し
て、選択した走査線に対応する画素にデータ信号を書き込み、
　前記画像更新期間の後の画像表示期間において、前記複数本の走査線の少なくとも一部
を１本単位で選択して、選択した走査線に対応する画素にデータ信号を書き込むように、
前記液晶パネルを制御する液晶パネル制御部と、
　所定の輝度の光を前記液晶パネルに照射する場合に、前記画像表示期間の一部の期間に
おけるデューティー比を、前記画像表示期間の他の期間におけるデューティー比よりも高
くするように、前記光源のＰＷＭ制御を行う光源制御部と
　を備える液晶表示装置。
【請求項２】
　前記光源制御部は、
　閾値以下の輝度の光を前記液晶パネルに照射する場合には、前記他の期間におけるデュ
ーティー比を０％とし、
　前記閾値よりも高い輝度の光を前記液晶パネルに照射する場合には、前記一部の期間に
おけるデューティー比を１００％として、前記他の期間におけるデューティー比を０％よ
りも高くする
　請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記液晶パネル制御部は、
　前記画像更新期間において、前記複数本の走査線のうちの第１の走査線に対応する画素
の指定階調に応じたデータ信号を書き込み、
　前記画像表示期間において、第１の表示期間に、前記複数本の走査線のうちの前記第１
の走査線以外である第２の走査線を１本単位で選択して、選択した前記第２の走査線に対
応する画素の指定階調に応じたデータ信号を書き込み、前記第１の表示期間の後の第２の
表示期間に、前記複数本の走査線を１本単位で選択して、選択した走査線に対応する画素
にデータ信号を書き込むように制御し、
　前記光源制御部は、
　前記第２の表示期間におけるデューティー比を、前記第１の表示期間におけるデューテ
ィー比よりも高くする
　請求項１又は２に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記光源制御部は、
　前記第１の表示期間に前記液晶パネルに光を照射する場合に、当該第１の表示期間を複
数のサブ期間に時分割し、時間軸上で後に位置するサブ期間ほどデューティー比を高くす
る
　請求項３に記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記液晶パネル制御部は、
　前記画像更新期間において、前記複数本の走査線のうちの第１の走査線に対応する画素
の指定階調に応じたデータ信号を書き込み、
　前記画像表示期間において、第１の表示期間に、前記複数本の走査線のうちの前記第１
の走査線以外である第２の走査線を１本単位で選択して、選択した前記第２の走査線に対
応する画素の指定階調に応じたデータ信号を書き込み、前記第１の表示期間の後の第２の
表示期間に、前記複数本の走査線をＫ本単位で選択して、選択した走査線に対応する画素
にデータ信号を書き込むように制御し、
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　前記光源制御部は、
　予め定められた走査線に対応する画素について、前記第１の表示期間にデータ信号の書
き込みが行われたときから、前記第２の表示期間にデータ信号の書き込みが行われるまで
の期間におけるデューティー比を、前記他の期間におけるデューティー比よりも高くする
　請求項１又は２に記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　前記液晶パネル制御部は、
　前記画像表示期間において、前記第２の表示期間の後の第３の表示期間に、前記第２の
走査線を１本単位で選択して、選択した前記第２の走査線に対応する画素の指定階調に応
じたデータ信号を書き込むように制御し、
　前記光源制御部は、
　前記定められた走査線に対応する画素について、前記第３の表示期間にデータ信号の書
き込みが行われたときから、当該第３の表示期間が終了するまでの期間におけるデューテ
ィー比を、前記他の期間におけるデューティー比よりも高くする
　請求項５に記載の液晶表示装置。
【請求項７】
　前記液晶パネル制御部は、
　３Ｄ画像表示における左目用画像又は右目用画像を表すデータ信号を書き込むように制
御し、
　前記光源制御部は、
　前記画像更新期間におけるデューティー比を０％とする
　請求項１から６のいずれか１項に記載の液晶表示装置。
【請求項８】
　前記液晶パネル制御部は、
　２Ｄ画像を表すデータ信号を書き込むように制御し、
　前記光源制御部は、
　前記画像表示期間におけるデューティー比が１００％の場合に、前記画像更新期間にお
けるデューティー比を０％よりも高くする
　請求項１から６のいずれか１項に記載の液晶表示装置。
【請求項９】
　複数本の走査線と複数本のデータ線との各交差に対応して設けられた複数画素を含む液
晶パネルと、
　ＰＷＭ制御に応じて前記液晶パネルに光を照射する光源と
　を備える液晶表示装置の表示制御方法であって、
　画像更新期間において、前記複数本の走査線をＫ本（Ｋは２以上の整数）単位で選択し
て、選択した走査線に対応する画素にデータ信号を書き込み、
　前記画像更新期間の後の画像表示期間において、前記複数本の走査線の少なくとも一部
を１本単位で選択して、選択した走査線に対応する画素にデータ信号を書き込み、
　所定の輝度の光を前記液晶パネルに照射する場合に、前記画像表示期間の一部の期間に
おけるデューティー比を、前記画像表示期間の他の期間におけるデューティー比よりも高
くするように、前記光源のＰＷＭ制御を行う
　表示制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶パネルを用いて画像を表示する技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶パネルを用いた表示装置では、バックライト等の光源が発した光を液晶パネルに照
射して、画像を表示する。この種の表示装置で、例えば、右目用画像と左目用画像とを時
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分割で交互に表示するフレームシーケンシャル方式に従って、立体視画像（つまり３Ｄ画
像）をユーザーに知覚させる場合に、表示画像の明るさを十分に確保するのが難しいとい
う課題がある。
【０００３】
　特許文献１及び特許文献２は、３Ｄ画像の表示の明るさを向上させるための技術につい
て開示している。特許文献１は、走査線を１本単位で選択してデータ信号を供給する表示
期間に先行して、走査線を複数本単位で選択してデータ信号を供給する画像更新期間を設
けることにより、立体視用眼鏡のシャッターを開くことのできる期間を実質的に長くする
ことを開示している。特許文献２は、眼鏡におけるシャッターの時間応答を考慮して、光
源が点灯開始するタイミングよりも前に、シャッターを開放することを開示している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１２－４９６４５号公報
【特許文献２】特開２０１２－１１３２４１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、特許文献１に記載の発明では、走査線を１本単位で選択してデータ信号
を供給する表示期間では、光源を一律に点灯させるので、特に、表示期間の開始時期に近
いタイミングで、縦方向（垂直方向）の解像度が低い画像がユーザーによって視認されや
すい。特許文献２に記載の発明では、眼鏡のシャッターの開放タイミングを早くして表示
画像の明るさを確保するもので、光源の調光の方法は一定である。
　本発明は、上述した事情に鑑みてなされたもので、その目的の一つは、液晶パネルを用
いて画像を表示する場合に、低解像度の表示画像をユーザーにより視認されにくくしつつ
も、その表示画像の明るさを確保することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するために、本発明に係る液晶表示装置は、複数本の走査線と複数本の
データ線との各交差に対応して設けられた複数画素を含む液晶パネルと、ＰＷＭ制御に応
じて前記液晶パネルに光を照射する光源と、画像更新期間において、前記複数本の走査線
をＫ本（Ｋは２以上の整数）単位で選択して、選択した走査線に対応する画素にデータ信
号を書き込み、前記画像更新期間の後の画像表示期間において、前記複数本の走査線の少
なくとも一部を１本単位で選択して、選択した走査線に対応する画素にデータ信号を書き
込むように、前記液晶パネルを制御する液晶パネル制御部と、所定の輝度の光を前記液晶
パネルに照射する場合に、前記画像表示期間の一部の期間におけるデューティー比を、前
記画像表示期間の他の期間におけるデューティー比よりも高くするように、前記光源のＰ
ＷＭ制御を行う光源制御部とを備える。
　本発明によれば、画像表示期間に所定の輝度の光を画素に照射する場合に、表示画像の
解像度に応じた一部の期間を優先させて光源を点灯させるので、液晶パネルを用いて画像
を表示する場合に、低解像度の表示画像をユーザーにより視認されにくくしつつも、その
表示画像の明るさを確保することができる。
【０００７】
　本発明に係る液晶表示装置において、前記光源制御部は、閾値以下の輝度の光を前記液
晶パネルに照射する場合には、前記他の期間におけるデューティー比を０％とし、前記閾
値よりも高い輝度の光を前記液晶パネルに照射する場合には、前記一部の期間におけるデ
ューティー比を１００％として、前記他の期間におけるデューティー比を０％よりも高く
するようにしてもよい。
　本発明によれば、画像表示期間における表示画像の解像度に応じた一部の期間で光源を
全点灯させて、所定の輝度の光を画素に照射することができる場合には、画像表示期間の
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他の期間において光源を点灯させないので、低解像度の表示画像をユーザーにより視認さ
れにくくすることができる。
【０００８】
　本発明に係る液晶表示装置において、前記液晶パネル制御部は、前記画像更新期間にお
いて、前記複数本の走査線のうちの第１の走査線に対応する画素の指定階調に応じたデー
タ信号を書き込み、前記画像表示期間において、第１の表示期間に、前記複数本の走査線
のうちの前記第１の走査線以外である第２の走査線を１本単位で選択して、選択した前記
第２の走査線に対応する画素の指定階調に応じたデータ信号を書き込み、前記第１の表示
期間の後の第２の表示期間に、前記複数本の走査線を１本単位で選択して、選択した走査
線に対応する画素にデータ信号を書き込むように制御し、前記光源制御部は、前記第２の
表示期間におけるデューティー比を、前記第１の表示期間におけるデューティー比よりも
高くするようにしてもよい。
　本発明によれば、液晶パネルの全体で高解像度の画像を表示する期間を優先させて光源
を点灯させるので、低解像度の表示画像をユーザーにより視認されにくくすることができ
る。
【０００９】
　この液晶表示装置において、前記光源制御部は、前記第１の表示期間に前記液晶パネル
に光を照射する場合に、当該第１の表示期間を複数のサブ期間に時分割し、時間軸上で後
に位置するサブ期間ほどデューティー比を高くするようにしてもよい。
　本発明によれば、液晶パネルの全体で高解像度の画像を表示している期間以外の期間に
、光源を点灯させる場合であっても、高解像度の画像の表示領域が大きい期間を優先させ
て点灯させるので、低解像度の表示画像をユーザーにより視認されにくくすることができ
る。
【００１０】
　本発明に係る液晶表示装置において、前記液晶パネル制御部は、前記画像更新期間にお
いて、前記複数本の走査線のうちの第１の走査線に対応する画素の指定階調に応じたデー
タ信号を書き込み、前記画像表示期間において、第１の表示期間に、前記複数本の走査線
のうちの前記第１の走査線以外である第２の走査線を１本単位で選択して、選択した前記
第２の走査線に対応する画素の指定階調に応じたデータ信号を書き込み、前記第１の表示
期間の後の第２の表示期間に、前記複数本の走査線をＫ本単位で選択して、選択した走査
線に対応する画素にデータ信号を書き込むように制御し、前記光源制御部は、予め定めら
れた走査線に対応する画素について、前記第１の表示期間にデータ信号の書き込みが行わ
れたときから、前記第２の表示期間にデータ信号の書き込みが行われるまでの期間におけ
るデューティー比を、前記他の期間におけるデューティー比よりも高くするようにしても
よい。
　本発明によれば、液晶パネルの全体で高解像度の画像を表示している期間がないか、又
は、短い場合であっても、特定の領域に高解像度の画像が表示されている期間を優先させ
て光源を点灯させるので、低解像度の表示画像をユーザーによって視認されにくくするこ
とができる。
【００１１】
　この液晶表示装置において、前記液晶パネル制御部は、前記画像表示期間において、前
記第２の表示期間の後の第３の表示期間に、前記第２の走査線を１本単位で選択して、選
択した前記第２の走査線に対応する画素の指定階調に応じたデータ信号を書き込むように
制御し、前記光源制御部は、前記定められた走査線に対応する画素について、前記第３の
表示期間にデータ信号の書き込みが行われたときから、当該第３の表示期間が終了するま
での期間におけるデューティー比を、前記他の期間におけるデューティー比よりも高くす
るようにしてもよい。
　本発明によれば、画像表示期間に、Ｋ本単位で走査線を選択してデータ信号を書き込む
場合に、特定の領域で高解像度の画像が表示されている期間を優先させて光源を点灯させ
るので、低解像度の表示画像をユーザーによって視認されにくくしつつも、表示画像の明
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るさを確保することができる。
【００１２】
　本発明に係る液晶表示装置において、前記液晶パネル制御部は、３Ｄ画像表示における
左目用画像又は右目用画像を表すデータ信号を書き込むように制御し、前記光源制御部は
、前記画像更新期間におけるデューティー比を０％とするようにしてもよい。
　本発明によれば、３Ｄ画像を表示する場合に、画像更新期間では光源を全消灯させるこ
とにより、右目用画像がユーザーの左目に入ったり、左目用画像がユーザーの右目に入っ
たりするクロストークの発生を防ぐことができる。
【００１３】
　本発明に係る液晶表示装置において、前記液晶パネル制御部は、２Ｄ画像を表すデータ
信号を書き込むように制御し、前記光源制御部は、前記画像表示期間におけるデューティ
ー比が１００％の場合に、前記画像更新期間におけるデューティー比を０％よりも高くす
るようにしてもよい。
　本発明によれば、２Ｄ画像を表示する場合に、画像表示期間に光源を全点灯させても所
定の輝度の光を照射することができないときには、画像更新期間に光源を点灯させるので
、表示画像の明るさを更に向上させることができる。
【００１４】
　なお、本発明は、液晶表示装置のほか、表示制御方法としても概念することが可能であ
る。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明の実施形態に係る液晶表示装置の全体構成を示すブロック図。
【図２】液晶パネルにおける等価回路を示す図。
【図３】第１実施形態に係る表示制御部の動作と、液晶パネル及び光源の状態の説明図。
【図４】書込モードの説明図。
【図５】同実施形態に係る要求輝度とＰＷＭ制御のデューティー比との関係の説明図。
【図６】同実施形態に係る他の例の表示制御部の動作と、液晶パネル及び光源の状態の説
明図。
【図７】同他の例に係る要求輝度とＰＷＭ制御のデューティー比との関係の説明図。
【図８】第２実施形態に係る表示制御部の動作と、液晶パネル及び光源の状態の説明図。
【図９】同実施形態に係る要求輝度とＰＷＭ制御のデューティー比との関係の説明図。
【図１０】第３実施形態に係る表示制御部の動作と、液晶パネル及び光源の状態の説明図
。
【図１１】同実施形態に係る要求輝度とＰＷＭ制御のデューティー比との関係の説明図。
【図１２】本発明の一実施形態に係るプロジェクターの構成を示す平面図。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、本発明の実施の形態について図面を参照しつつ説明する。
＜第１実施形態＞
　本発明の第１実施形態を説明する。
　図１は、同実施形態に係る液晶表示装置の全体構成を示すブロック図である。液晶表示
装置１は、ユーザーが３Ｄメガネ３０を掛けた状態で、３Ｄ画像を知覚することができる
ように、画像を表示する表示装置である。図１に示すように、液晶表示装置１は、映像信
号源２から供給される映像信号Ｖｉｄ－ｉｎと同期信号Ｓｙｎｃとに基づいて、３Ｄ画像
をフレームシーケンシャル方式で表示する。
【００１７】
　映像信号源２は、例えば映像再生装置であり、より具体的には、記録媒体（光記録媒体
又は磁気記録媒体など）に記録された映像を再生する装置（例えば、ＤＶＤ再生装置又は
パーソナルコンピューター）、又は、ネットワークを介して配信された映像データから映
像を生成する装置（例えば、ケーブルテレビサービスのセットトップボックス）である。
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　映像信号源２は、同期信号Ｓｙｎｃに同期して、映像信号Ｖｉｄ－ｉｎを液晶表示装置
１に供給する。映像信号Ｖｉｄ－ｉｎは、液晶パネル１００における各画素の階調レベル
をそれぞれ指定するデジタルデータであり、同期信号Ｓｙｎｃに含まれる垂直走査信号、
水平走査信号及びドットクロック信号（いずれも図示省略）に従った走査の順番で供給さ
れる。映像信号Ｖｉｄ－ｉｎにより表される画像は、３Ｄ画像における右目用画像又は左
目用画像のどちらかを表す。
【００１８】
　液晶表示装置１は、液晶パネル１００と、光源２０と、表示制御部１０とを備える。液
晶パネル１００は、表示領域１０１において複数の画素１１０がマトリクス状に配列した
表示部である。詳細には、表示領域１０１には、ｍ本の走査線１１２が図１においてＸ（
水平）方向に延在する一方、ｎ本のデータ線１１４が走査線１１２と電気的な絶縁を保ち
つつ、図１においてＹ（垂直）方向に延在している（ｍ、ｎはいずれも２以上の自然数）
。また、複数本の走査線１１２と複数本のデータ線１１４との各交差に対応して、画素１
１０がそれぞれ設けられている。本実施形態において、画素１１０は、縦ｍ行×横ｎ列の
マトリクス状に配列する。
【００１９】
　図２は、液晶パネル１００における等価回路を示す図である。
　図２に示すように、液晶パネル１００は、走査線１１２とデータ線１１４との交差に対
応して、画素電極１１８とコモン電極１０８とで液晶１０５を挟持した液晶素子１２０が
配列した構成である。液晶パネル１００における等価回路では、図２に示すように、液晶
素子１２０に対して並列に補助容量（蓄積容量）１２５が設けられる。補助容量１２５は
、一端が画素電極１１８に接続され、他端が容量線１１５に共通接続されている。容量線
１１５は時間的に一定の電圧に保たれている。
　ここで、走査線１１２がＨレベルになると、その走査線にゲート電極が接続されたＴＦ
Ｔ１１６がオンとなり、画素電極１１８がデータ線１１４に接続される。このため、走査
線１１２がＨレベルであるときに、データ線１１４に階調に応じた電圧のデータ信号を供
給すると、そのデータ信号は、オンしたＴＦＴ１１６を介して画素電極１１８に印加され
る。走査線１１２がＬレベルになると、ＴＦＴ１１６はオフするが、画素電極１１８に印
加された電圧は、液晶素子１２０の容量及び補助容量１２５によって保持される。
　液晶素子１２０では、画素電極１１８及びコモン電極１０８によって生じる電界に応じ
て液晶１０５の分子配向状態が変化する。このため、液晶素子１２０は、透過型であれば
、印加・保持電圧に応じた透過率となる。液晶パネル１００では、液晶素子１２０毎に透
過率が変化するので、液晶素子１２０が画素に相当する。
　なお、本実施形態においては、液晶１０５をＶＡ（Vertical Alignment）方式の液晶と
し、液晶素子１２０が電圧無印加時において黒状態となるノーマリーブラックモードとす
る。
【００２０】
　図１に戻って説明する。
　走査線駆動回路１３０は、表示制御部１０から供給されるスタートパルスＤｙをクロッ
ク信号Ｃｌｙにしたがって順次シフトし、１、２、３、４、…、ｍ行目の走査線１１２に
、走査信号Ｇ１、Ｇ２、Ｇ３、Ｇ４、…、Ｇｍとして供給する。
　データ線駆動回路１４０は、表示制御部１０から供給されるスタートパルスＤｘ及びク
ロック信号Ｃｌｘに基づいて、１、２、３、…、ｎ列目のデータ線１１４に、それぞれデ
ータ信号ｄ１、ｄ２、ｄ３、ｄ４、ｄ５、…、ｄｎを供給する。
　液晶表示装置１では、走査線駆動回路１３０とデータ線駆動回路１４０とを協働させた
駆動回路により、走査線１１２を選択して、選択した走査線１１２に対応する画素１１０
にデータ信号を書き込む。
【００２１】
　光源２０は、ＰＷＭ（Pulse Width Modulation）制御に応じて、液晶パネル１００に光
を照射する。光源２０は、Ｒ（赤）色、Ｇ（緑）色又はＢ（青）色の光を発する発光ダイ
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オード（ＬＥＤ；Light Emitting Diode）や、半導体レーザー、ハロゲンランプ等の白色
光源で例示される光源装置である。光源２０は、表示制御部１０からＰＷＭ信号が供給さ
れてＰＷＭ制御が行われることにより、点灯又は消灯する。
【００２２】
　表示制御部１０は、液晶パネル１００に画像（映像）を表示するための制御を司る。表
示制御部１０は、映像処理部１１と、液晶パネル制御部１２と、光源制御部１３と、メガ
ネ制御部１４とを有する。
　映像処理部１１は、映像信号源２から供給された映像信号Ｖｉｄ－ｉｎ及び同期信号Ｓ
ｙｎｃに基づいて所定の処理を行う。映像処理部１１は、映像信号Ｖｉｄ－ｉｎに対し所
定の映像処理（例えば、２Ｄ／３Ｄ変換処理、フレーム補完処理、高解像度化処理、キー
ストーン補正処理又は色変換処理等）を施し、その映像処理後の映像信号Ｖｄを、垂直同
期及び水平同期に用いる同期信号に同期して、液晶パネル制御部１２に供給する。また、
映像処理部１１は、映像信号Ｖｉｄ－ｉｎを解析して、この映像信号Ｖｉｄ－ｉｎが表す
映像の輝度及び色度の平均値やピークを検出し、光源２０に対する要求輝度を求める。映
像処理部１１は、求めた要求輝度を光源制御部１３に供給する。また、映像処理部１１は
、同期信号Ｓｙｎｃのうちの少なくとも垂直走査信号を、光源制御部１３に供給する。ま
た、映像処理部１１は、同期信号Ｓｙｎｃに基づいて、映像信号Ｖｄに同期して、３Ｄメ
ガネ３０の液晶シャッター３２Ｌ、３２Ｒの開閉状態を制御するための同期信号を、メガ
ネ制御部１４に供給する。
【００２３】
　液晶パネル制御部１２は、映像処理部１１から供給された映像信号Ｖｄ及び同期信号に
基づいて、液晶パネル１００を制御する。液晶パネル制御部１２は、スタートパルスＤｙ
及びクロック信号Ｃｌｙを、走査線駆動回路１３０に供給する。また、液晶パネル制御部
１２は、スタートパルスＤｘ、クロック信号Ｃｌｘ及び映像信号Ｖｄを、データ線駆動回
路１４０に供給する。
【００２４】
　光源制御部１３は、映像処理部１１から供給された要求輝度に基づいて、所定のデュー
ティー比のＰＷＭ信号を生成して光源２０に供給することにより、光源２０のＰＷＭ制御
を行う。光源制御部１３は、同期信号Ｓｙｎｃに含まれる垂直同期信号に同期して、ＰＷ
Ｍ信号を生成する。ＰＷＭ信号が供給された光源２０は、ＰＷＭ信号がオン（ハイレベル
）のときに点灯し、ＰＷＭ信号がオフ（ローレベル）のときに消灯する。
【００２５】
　メガネ制御部１４は、映像処理部１１から供給された同期信号に基づいて、３Ｄメガネ
３０を制御する。メガネ制御部１４は、例えば赤外線通信又は無線通信により、制御信号
Ｒ（／Ｌ）を３Ｄメガネ３０に送信する。制御信号Ｒ（／Ｌ）は、３Ｄ画像の表示時にお
いて、右目用画像の表示期間であるのか、又は、左目用画像の表示期間であるのかを示す
制御信号である。３Ｄメガネ３０は、右目のレンズ部分が液晶シャッター３２Ｒで構成さ
れ、左目のレンズ部分が液晶シャッター３２Ｌで構成されている。液晶シャッター３２Ｒ
、３２Ｌは、受信部３１によって受信された制御信号Ｒ（／Ｌ）等に従って、それぞれ透
過状態又は不透過状態に制御される。詳細には、３Ｄ画像の表示時において、後述する右
目開期間において、液晶シャッター３２Ｒは透過状態になり、液晶シャッター３２Ｌは不
透過状態になり、左目開期間において、液晶シャッター３２Ｒは不透過状態になり、液晶
シャッター３２Ｌは透過状態になる。それ以外の期間は液晶シャッター３２Ｒ及び３２Ｌ
はともに不透過状態になる。
　なお、液晶表示装置１が２Ｄ画像を表示する場合、制御信号Ｒ（／Ｌ）とは無関係に、
液晶シャッター３２Ｒ及び３２Ｌがともに透過状態になる。
【００２６】
　図３は、表示制御部１０の動作と、表示制御部１０の動作に応じた液晶パネル１００及
び光源２０の状態変化を説明する図である。
　図３に示すように、表示制御部１０は、相互に視差が付与された左目用画像と右目用画
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像とを、時分割で液晶パネル１００に表示させるように、液晶パネル１００及び光源２０
を制御する（図３の「Ｖｄ」の欄参照）。ここにおいて、表示制御部１０は、奇数フレー
ムにおいて左目用画像を表示させ、偶数フレームにおいて右目用画像を表示させるための
制御を行う。図３には、奇数フレームのうち、左目用画像Ｌ０を表示する第１フレームを
代表させて示し、偶数フレームのうち、右目用画像Ｒ０を表示する第２フレームを代表さ
せて示している。
【００２７】
　表示制御部１０は、ｍ本の走査線１１２を選択する際には、液晶パネル１００の上部か
ら下部に向かって（つまり、１行目からｍ行目の方向に）、全部又は一部の走査線１１２
を順次選択するように、液晶パネル１００を制御する（図３の「液晶駆動」の欄参照）。
この実施形態では、表示制御部１０は、一のフレームを３つの期間に分割して、分割した
期間毎に書込モードを選択する。そして、表示制御部１０は、選択した書込モードに応じ
た方法で走査線１１２を選択して、選択した走査線１１２に対応する画素１１０にデータ
信号を書き込むように、液晶パネル１００を制御する（図３の「Write-mode」の欄参照）
。
【００２８】
　一のフレームにおける第１番目の期間は、液晶パネル１００で表示される画像を、前フ
レームから現フレームに更新するための期間である。この主旨から、一のフレームにおけ
る第１番目の期間を、以下では「画像更新期間」という。一のフレームにおける画像更新
期間以外の期間、ここでは、第２番目及び第３番目の期間は、画像更新期間に続く期間で
あり、液晶パネル１００に表示される画像を、ユーザーによって視認させるための期間で
ある。この主旨から、一のフレームにおいて画像更新期間の後の期間を、以下では「画像
表示期間」という。
【００２９】
　本実施形態の書込モードは、複数本書込モードＷｍｕｌと、単数本スキップ書込モード
Ｗｓｋｉｐと、単数本順次書込モードＷｓｅｒとを含む。表示制御部１０は、画像更新期
間では、複数本書込モードＷｍｕｌを選択する。表示制御部１０は、画像表示期間のうち
の前半期間（第１の表示期間）では、単数本スキップ書込モードＷｓｋｉｐを選択する。
表示制御部１０は、画像表示期間のうちの後半期間（第２の表示期間）では、単数本順次
書込モードＷｓｅｒを選択する。
【００３０】
　図４は、書込モードを説明する図である。
　複数本書込モードＷｍｕｌは、図４（ａ）に示すように、ｍ本の走査線１１２をＫ本（
Ｋは２以上の整数）単位で選択して、選択した走査線１１２に対応する画素１１０にデー
タ信号を書き込む書込モードである。本実施形態では、Ｋ＝２である。表示制御部１０は
、複数本書込モードＷｍｕｌを選択したときには、隣り合う２本の走査線１１２を、水平
走査期間Ｈとして同時選択する。よって、液晶パネル１００の全ての画素１１０にデータ
信号を書き込むために要する時間は、ｍ／２×Ｈで表すことができる。
　複数本書込モードＷｍｕｌでのデータ信号の書き込みにより、同時選択された２本の走
査線に対応する画素１１０には、同じデータ信号が書き込まれる。ここでは、表示制御部
１０は、ｍ本の走査線１１２のうちの奇数行（１、３、５行目・・・）の走査線１１２（
第１の走査線）に対応する画素の指定階調に応じたデータ信号を書き込むように、液晶パ
ネル１００を制御する。指定階調は、映像信号Ｖｄ（映像信号Ｖｉｄ－ｉｎ）によって画
素毎に指定された階調レベルである。
【００３１】
　単数本スキップ書込モードＷｓｋｉｐは、図４（ｂ）に示すように、ｍ本の走査線１１
２の一部を１本単位で選択して、選択した走査線１１２に対応する画素１１０にデータ信
号を書き込む書込モードである。より具体的には、単数本スキップ書込モードＷｓｋｉｐ
は、複数本書込モードＷｍｕｌでは、指定階調のデータ信号が書き込まれなかった画素１
１０について、指定階調に応じたデータ信号を書き込むためのモードである。Ｋ＝２の場
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合、表示制御部１０は、ｍ本の走査線１１２を１本おきに水平走査期間Ｈとして選択する
ように、液晶パネル１００を制御する。ここでは、表示制御部１０は、ｍ本の走査線１１
２のうちの偶数行（２、４、６行目・・・）の走査線１１２（第２の走査線）に対応する
画素の指定階調に応じたデータ信号を書き込むように制御する。よって、液晶パネル１０
０の全ての画素１１０にデータ信号を書き込むために要する時間は、ｍ／２×Ｈで表すこ
とができる。
【００３２】
　単数本順次書込モードＷｓｅｒは、図４（ｃ）に示すように、ｍ本の走査線１１２を１
本単位で選択して、選択した走査線１１２に対応する画素１１０にデータ信号を書き込む
書込モードである。表示制御部１０は、ｍ本の走査線１１２の全てを、水平走査期間Ｈと
して１本単位で選択ように、液晶パネル１００を制御する。よって、液晶パネル１００の
全ての画素１１０にデータ信号を書き込むために要する時間は、ｍ×Ｈで表すことができ
る。すなわち、単数本順次書込モードＷｓｅｒで全ての画素１１０にデータ信号を書き込
むために要する時間は、複数本書込モードＷｍｕｌ又は単数本スキップ書込モードＷｓｋ
ｉｐの場合の時間の長さの２倍である。
【００３３】
　図３に戻って、液晶パネル１００の表示画像の解像度の時間的変化を説明する。図３に
は、画面最上部（つまり１行目。図３の「最上部」の欄参照）、画面中央部（つまりｍ／
２行目。図３の「中央部」の欄参照）、及び、画面最下部（つまりｍ行目。図３の「最下
部」の欄参照）の画素１１０について、解像度の時間的変化を示している。図３において
、「Ｌ－Ｆａ」は、解像度が低い左目用画像が表示されていることを意味し、「Ｌ－Ｇｏ
」は、解像度が高い左目用画像が表示されていることを意味する。「Ｒ－Ｆａ」は、解像
度が低い右目用画像が表示されていることを意味し、「Ｒ－Ｇｏ」は、解像度が高い右目
用画像が表示されていることを意味する。
　液晶パネル１００の表示画像の解像度が低い場合とは、具体的には、映像信号Ｖｄ（映
像信号Ｖｉｄ－ｉｎ）での指定階調に応じたデータ信号が書き込まれていない画素１１０
による影響を受ける場合のことをいう。液晶パネル１００の表示画像の解像度が高い場合
とは、この影響を受けず、映像信号Ｖｄ（映像信号Ｖｉｄ－ｉｎ）での指定階調に応じた
データ信号が書き込まれた画素１１０により画像表示する場合のことをいう。
【００３４】
　時刻ｔ０に、第１フレームの画像更新期間が開始すると、表示制御部１０は、複数本書
込モードＷｍｕｌを選択して、左目用画像Ｌ０を表示するためのデータ信号の書き込みを
開始するように、液晶パネル１００を制御する。上述したように、液晶パネル１００の画
面最上部の画素１１０から順番に、データ信号の書き込みが行われるので、時刻ｔ０の直
後に、画面最上部で、低い解像度の左目用画像Ｌ０（Ｌ－Ｆａ）が表示される。ここでは
、１行目の画素１１０には指定階調に応じたデータ信号が書き込まれるが、２行目の画素
１１０には指定階調に応じたデータ信号が書き込まれていないので、画面最上部の画像の
解像度は低いといえる。一方、画面中央部及び画面最下部の画素１１０については、未だ
、画像更新期間でのデータ信号の書き込みが行われていないので、前フレームの画像、つ
まり、高い解像度の右目用画像（Ｒ－Ｇｏ）が残ったままである。時刻ｔ０から時間経過
すると、画面中央部において、低い解像度の左目用画像Ｌ０（Ｌ－Ｆａ）が表示される。
それよりも更に遅れて、画面最下部において、低い解像度の左目用画像Ｌ０（Ｌ－Ｆａ）
が表示される（時刻ｔ０～ｔ２参照）。
　以上のとおり、画像更新期間では、複数本書込モードＷｍｕｌが選択されるので、液晶
パネル１００の縦方向の解像度が、全ての画素１１０に指定階調に応じたデータ信号が書
き込まれた場合の、１／２倍（１／Ｋ倍）となる。一方で、液晶パネル１００の全体を現
フレームの画像に更新するために要する時間は、１本単位で走査線１１２を選択した場合
の、１／２倍（１／Ｋ倍）で足りる。
【００３５】
　画像更新期間においては、前フレームの画像が液晶パネル１００の少なくとも一部に残
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っている。よって、クロストークの発生を抑えるために、表示制御部１０は、画像更新期
間においては、ユーザーによって液晶パネル１００の表示画像が視認されないように、３
Ｄメガネ３０の液晶シャッター３２Ｌ、３２Ｒの双方を閉状態とするように制御する（図
３の「左目」及び「右目」の欄参照）。ただし、表示制御部１０は、画像更新期間が終了
する時刻ｔ２よりも前である時刻ｔ１に、３Ｄメガネ３０の液晶シャッター３２Ｌを閉状
態から開状態に遷移させるように、制御信号Ｒ（／Ｌ）を送信する。液晶シャッター３２
Ｌが閉状態から開状態に遷移するためには液晶応答に応じた時間を要するので、この時間
分を勘案して、表示制御部１０は制御信号Ｒ（／Ｌ）を送信する。このように液晶シャッ
ター３２Ｌが開状態になる期間を実質的に長くすることにより、ユーザーによって知覚さ
れる表示画像の明るさを向上させることができる。
【００３６】
　時刻ｔ２に、第１フレームの画像表示期間の前半期間が開始すると、表示制御部１０は
、単数本スキップ書込モードＷｓｋｉｐを選択して、左目用画像Ｌ０を表示するためのデ
ータ信号の書き込みを開始するように、液晶パネル１００を制御する。液晶パネル１００
において、時刻ｔ２の直後である時刻ｔ３に、画面最上部においては、高い解像度の左目
用画像Ｌ０（Ｌ－Ｇｏ）が表示される。一方、画面中央部や画面最下部の画素１１０につ
いては、未だ、画像表示期間でのデータ信号の書き込みが行われていないので、低い解像
度の左目用画像Ｌ０（Ｌ－Ｆａ）が表示されたままである。時刻ｔ２から時間経過すると
、画面中央部において、高い解像度の左目用画像Ｌ０（Ｌ－Ｇｏ）が表示される。それよ
りも更に遅れて、画面最下部において、高い解像度の左目用画像Ｌ０（Ｌ－Ｇｏ）が表示
される（時刻ｔ２～ｔ４参照）。時刻ｔ４には、液晶パネル１００の全体で、高い解像度
の左目用画像Ｌ０が表示される。
　以上のとおり、画像表示期間の前半期間には、縦方向の解像度が高い状態の領域と、縦
方向の解像度がその１／２倍（１／Ｋ倍）の領域とが混在する。また、画像表示期間の前
半期間では、データ信号の書き込みが開始されてから時間経過するほど、縦方向の解像度
が高い領域が大きくなる。
【００３７】
　第１フレームの画像表示期間の後半期間が開始すると、表示制御部１０は、単数本順次
書込モードＷｓｅｒを選択して、左目用画像Ｌ０を表示するためのデータ信号の書き込み
を開始するように、液晶パネル１００を制御する。ここにおいて、画像表示期間の前半期
間でのデータ信号の書き込みにより、既に、液晶パネル１００の全体で高い解像度の左目
用画像Ｌ０が表示されている。よって、画像表示期間の後半期間では、基本的には解像度
の変化は生じず、液晶パネル１００の全体で高い解像度の左目用画像Ｌ０が表示される。
　表示制御部１０は、画像表示期間の後半期間が終了する時刻ｔ５には、３Ｄメガネ３０
の液晶シャッター３２Ｌを開状態から閉状態に遷移させるように、制御信号Ｒ（／Ｌ）を
送信する。
　以上が、表示制御部１０が第１フレーム（奇数フレーム）で行う動作の説明である。
【００３８】
　次に、右目用画像Ｒ０を表示するための第２フレーム（偶数フレーム）で表示制御部１
０が行う動作の説明を説明する。第２フレームにおいても、左目用画像Ｌ０から右目用画
像Ｒ０に変わったこと以外は、基本的には、表示制御部１０は第１フレームの場合と同様
に動作する。
【００３９】
　時刻ｔ５に、第２フレームの画像更新期間が開始すると、表示制御部１０は、複数本書
込モードＷｍｕｌを選択して、右目用画像Ｒ０を表示するためのデータ信号の書き込みを
開始する。そして、時刻ｔ５の直後に、画面最上部においては、低い解像度の右目用画像
Ｒ０（Ｒ－Ｆａ）が表示される。一方、画面中央部や画面最下部の画素１１０については
、未だ、前フレームの高い解像度の左目用画像Ｌ０（Ｌ－Ｇｏ）が表示されたままである
。時刻ｔ５から時間経過すると、画面中央部において、低い解像度の右目用画像Ｒ０（Ｒ
－Ｆａ）が表示される。それよりも更に遅れて、画面最下部において、低い解像度の右目
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用画像Ｒ０（Ｒ－Ｆａ）が表示される（時刻ｔ５～ｔ７参照）。
　また、表示制御部１０は、画像更新期間においては、ユーザーによって液晶パネル１０
０の表示画像が視認されないように、３Ｄメガネ３０の液晶シャッター３２Ｌ、３２Ｒの
双方を閉状態とするように制御する。ただし、表示制御部１０は、画像更新期間が終了す
る時刻ｔ７よりも前の時刻ｔ６に、３Ｄメガネ３０の液晶シャッター３２Ｒを閉状態から
開状態に遷移させるように、制御信号Ｒ（／Ｌ）を送信する。
【００４０】
　時刻ｔ７に、第２フレームの画像表示期間の前半期間が開始すると、表示制御部１０は
、単数本スキップ書込モードＷｓｋｉｐを選択して、右目用画像Ｒ０を表示するためのデ
ータ信号の書き込みを開始する。これにより、時刻ｔ７の直後である時刻ｔ８に、画面最
上部においては、高い解像度の右目用画像Ｒ０（Ｒ－Ｇｏ）が表示される。一方、画面中
央部や画面最下部の画素１１０については、未だ、画像表示期間でのデータ信号の書き込
みが行われていないので、低い解像度の右目用画像Ｒ０（Ｒ－Ｆａ）が表示されたままで
ある。時刻ｔ７から時間経過すると画面中央部において、高い解像度の右目用画像Ｒ０（
Ｒ－Ｇｏ）が表示される。それよりも更に遅れて、画面最下部において、高い解像度の右
目用画像Ｒ０（Ｒ－Ｇｏ）が表示される（時刻ｔ７～ｔ９参照）。時刻ｔ９には、液晶パ
ネル１００の全体で、高い解像度の右目用画像Ｒ０が表示される。
【００４１】
　第２フレームの画像表示期間の後半期間が開始すると、表示制御部１０は、単数本順次
書込モードＷｓｅｒを選択して、右目用画像Ｒ０を表示するためのデータ信号の書き込み
を開始する。画像表示期間の前半期間でのデータ信号の書き込みにより、既に、液晶パネ
ル１００の全体で高い解像度の右目用画像Ｒ０が表示されている。よって、画像表示期間
の後半期間では、基本的には解像度の変化は生じず、液晶パネル１００の全体で高い解像
度の右目用画像Ｒ０が表示されている。
　表示制御部１０は、画像表示期間の後半期間が終了する時刻ｔ１０には、３Ｄメガネ３
０の液晶シャッター３２Ｌを開状態から閉状態に遷移させるように制御信号Ｒ（／Ｌ）を
送信する。
　以上が、表示制御部１０が第２フレーム（偶数フレーム）で行う動作の説明である。
　以降においても、液晶表示装置１は、奇数フレームにおいては、第１フレームの場合と
同様に動作し、偶数フレームにおいては、第２フレームの場合と同様に動作する。
【００４２】
　以上の表示制御部１０の動作説明から分かるとおり、第１フレームにおいて、液晶パネ
ル１００の全体で高い解像度の左目用画像（Ｌ－Ｇｏ）が表示されている期間は、時刻ｔ
４～ｔ５までの期間αであり、液晶シャッター３２Ｌが開状態の期間のうちのａ％の期間
である。また、液晶シャッター３２Ｌが開状態である期間のうち、高い解像度の左目用画
像（Ｌ－Ｇｏ）が液晶パネル１００の一部で表示されている期間は、時刻ｔ３～ｔ４まで
の期間βであり、液晶シャッター３２Ｌが開状態の期間のうちの、１００－ａ％の期間で
ある。期間αは、画像表示期間の後半期間を含み、期間βは、画像表示期間の前半期間を
含んでいる。ａの値は、厳密には、液晶素子１２０の液晶応答等による影響を受けるが、
液晶シャッター３２Ｌが開状態の期間のうちの２／３の期間といって差し支えない。一方
、液晶シャッター３２Ｌが開状態の期間のうちの残り１／３の期間は、高い解像度の左目
用画像（Ｌ－Ｇｏ）が液晶パネル１００の一部で表示されている。
　同様に、第２フレームにおいて、液晶パネル１００の全体で高い解像度の右目用画像（
Ｒ－Ｇｏ）が表示されている期間は、時刻ｔ９～ｔ１０までの期間αであり、液晶シャッ
ター３２Ｒが開状態の期間のうちのａ％の期間である。また、液晶シャッター３２Ｒが開
状態である期間のうち、高い解像度の右目用画像（Ｒ－Ｇｏ）が液晶パネル１００の一部
で表示されている期間は、時刻ｔ８～ｔ９までの期間βであり、液晶シャッター３２Ｒが
開状態の期間のうちの、１００－ａ％の期間である。
【００４３】
　そこで、表示制御部１０は、光源２０が発した光を液晶パネル１００に照射する場合に
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、液晶パネル１００の全体で高解像度の画像を表示している期間αを優先させて点灯させ
るように、光源２０のＰＷＭ制御を行う。その際に、表示制御部１０は、期間αだけで光
源２０を点灯させても、要求輝度で光を照射することのできる場合には、期間βでは光源
２０を全消灯させる（つまりデューティー比を０％とする）。一方で、表示制御部１０は
、期間αだけで光源２０を点灯（ここでは全点灯。デューティー比１００％）させても、
要求輝度で光を照射することができない場合には、期間βで光源２０を点灯させるように
、光源２０のＰＷＭ制御を行う（つまりデューティー比を０％よりも高くする）。
【００４４】
　図５は、要求輝度と、ＰＷＭ制御におけるデューティー比との関係を示すグラフである
。図５のグラフにおいて、横軸が、要求輝度に対応し、縦軸がＰＷＭ制御におけるデュー
ティー比に対応している。この要求輝度とＰＷＭ制御におけるデューティー比との関係を
規定したルックアップテーブルが、例えば、光源制御部１３の内部メモリーに記憶されて
いる。
　なお、図５に示す要求輝度とデューティー比との関係は、ルックアップテーブルによっ
て規定される態様でなくてもよく、例えば、光源制御部１３が演算によって導き出されて
もよい。
【００４５】
　図３及び図５に示すように、表示制御部１０は、要求輝度が「Ａ」の場合には、期間β
でのデューティー比を０％とし、期間αでのデューティー比をｐ１％（＞０）とする。表
示制御部１０は、要求輝度が「Ａ」よりも明るい「Ｂ」の場合、期間βでのデューティー
比を０％とし、期間αでのデューティー比をｐ２％（ただし、ｐ２＞ｐ１）とする。
　要求輝度が、期間αで光源２０を全点灯させた場合の輝度（閾値）以下の場合には、表
示制御部１０は、要求輝度の光を液晶パネル１００に照射させるために、期間αだけで光
源２０を点灯させ、期間βでは光源２０を全消灯させる。これにより、画像表示期間の前
半期間に存在する、低い解像度の表示画像がユーザーによって視認されることがなく、高
解像度の表示画像だけをユーザーによって視認させることができる。
【００４６】
　一方で、要求輝度が、期間αで光源２０を全点灯させた場合の輝度（閾値）を超える場
合には、表示制御部１０は、期間αのほかに期間βにおいても光源２０を点灯させるよう
に、光源２０のＰＷＭ制御を行う。表示制御部１０は、要求輝度が「Ｃ」の場合、期間β
でのデューティー比をｐ３％とし、期間αでのデューティー比を１００％（全点灯）とす
る。表示制御部１０は、要求輝度が「Ｃ」よりも明るい「Ｄ」の場合、期間βでのデュー
ティー比をｐ４％（ただし、ｐ４＞ｐ３）とし、期間αでのデューティー比を１００％（
全点灯）とする。
　要求輝度が閾値以上であっても、表示制御部１０は、期間βでの光源２０の点灯期間を
なるべく少なくすることにより、低解像度の画像をユーザーによって視認されにくくする
ことができる。
【００４７】
　以上説明した第１実施形態のように、液晶表示装置１は、光源２０のＰＷＭ制御を行っ
て、液晶パネル１００に光を照射する場合に、液晶パネル１００の全体で高解像度の画像
を表示している期間を優先させて、光源２０を点灯させる。要求輝度が高い場合に限って
、液晶表示装置１は、液晶パネル１００の一部で低い解像度の画像を表示している期間に
も、光源２０を点灯させる。この光源制御によって、液晶表示装置１によれば、低解像度
の画像をユーザーによって視認されにくくしつつも、表示画像の明るさを確保することが
できる。
　例えば、液晶パネル１００で映画を表示する場合には、常に画面が暗い状態であること
も少なくない。この場合、液晶表示装置１は、常に、前述の要求輝度Ａ、Ｂのような低い
輝度の光を光源２０によって照射するので、低解像度の画像がユーザーによって視認され
ることがない。
【００４８】
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　ところで、画像表示期間の前半期間を含む期間βに、光源２０を点灯する場合であって
も、この前半期間の開始時から時間経過するほど、縦方向の解像度が高い状態の領域の占
める割合が大きくなる。そこで、表示制御部１０は、期間βに光源２０を点灯させる場合
には、時間軸上の位置が後である期間をより優先させて、光源２０を点灯させてもよい。
【００４９】
　図６は、図３に対応し、表示制御部１０の動作と、表示制御部１０の動作に応じた液晶
パネル１００及び光源２０の状態変化を説明する図である。図７は、図５に対応し、要求
輝度と、ＰＷＭ制御におけるデューティー比との関係を示すグラフである。
　図６及び図７に示すように、表示制御部１０は、期間βを４つのサブ期間に分割（ここ
では等分割）する。そして、表示制御部１０は、閾値よりも高い、要求輝度「Ｅ」～「Ｉ
」の光を液晶パネル１００に照射する場合には、時間軸上で後に位置するサブ期間させて
、光源２０を点灯させる。
【００５０】
　具体的には、第１フレームでは、表示制御部１０は、要求輝度が「Ｅ」の場合、時刻ｔ
３～ｔ３３までの期間で光源２０を消灯させ、時刻ｔ３３～ｔ４までの一部の期間で光源
２０を点灯させる。表示制御部１０は、要求輝度が「Ｆ」の場合、時刻ｔ３～ｔ３２まで
の期間で光源２０を消灯させ、時刻ｔ３２～ｔ３３までの一部の期間で光源２０を点灯さ
せ、時刻ｔ３３～ｔ４までの全部の期間で全点灯させる。表示制御部１０は、要求輝度が
「Ｇ」の場合、時刻ｔ３～ｔ３１までの期間で光源２０を消灯させ、時刻ｔ３１～ｔ３２
までの一部の期間で光源２０を点灯させ、時刻ｔ３２～ｔ４までの全部の期間で全点灯さ
せる。表示制御部１０は、要求輝度が「Ｈ」の場合、時刻ｔ３～ｔ３１までの一部の期間
で光源２０を消灯させ、時刻ｔ３１～ｔ４までの全部の期間で光源２０を点灯させる。表
示制御部１０は、要求輝度が「Ｉ」の場合、時刻ｔ３～ｔ５までの全部の期間で光源２０
を点灯させる。
　なお、表示制御部１０は、他の奇数フレーム及び偶数フレームでも同様にして、期間β
に光源２０を点灯させるとよい。また、ここでは、表示制御部１０は、期間βを４つのサ
ブ期間に分割しているが、２つ、３つ又は５つ以上のサブ期間に時分割してもよい。
　この液晶表示装置１によれば、低い解像度の画像を液晶パネル１００の一部に表示させ
る期間に、光源２０を点灯させる場合であっても、低解像度の画像をユーザーによって視
認されにくくすることができる。
【００５１】
＜第２実施形態＞
　次に、本発明の第２実施形態について説明する。この実施形態では、液晶表示装置１が
、液晶パネル１００の全体で高い解像度の画像を表示する期間がないか、又は、その期間
が短くなるように、動作する。以下の説明において、第１実施形態と同じ構成要素につい
ては同一の符号を付して表し、その説明を省略する。
【００５２】
　図８は、図３に対応し、表示制御部１０の動作と、表示制御部１０の動作に応じた液晶
パネル１００及び光源２０の状態変化を説明する図である。
　図８に示すように、表示制御部１０は、一のフレームを４つの期間に分割して、分割し
た期間毎に書込モードを選択する。表示制御部１０は、画像更新期間では複数本書込モー
ドＷｍｕｌを選択し、画像表示期間の第１番目の表示期間（第１の表示期間）では、単数
本スキップ書込モードＷｓｋｉｐを選択する。また、表示制御部１０は、画像表示期間の
第２番目の表示期間（第２の表示期間）では、複数本書込モードＷｍｕｌを選択し、画像
表示期間の第３番目の表示期間（第３の表示期間）では、単数本スキップ書込モードＷｓ
ｋｉｐを選択する（図８の「Write-mode」の欄参照）。
【００５３】
　第１フレームにおける表示制御部１０の動作を説明する。
　表示制御部１０は、上述した第１実施形態と同様、画像更新期間では複数本書込モード
Ｗｍｕｌを選択し、画像表示期間の第１番目の表示期間では、単数本スキップ書込モード
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Ｗｓｋｉｐを選択する。この期間（図８の時刻ｔ０～ｔ２）における表示制御部１０の動
作、及び液晶パネル１００の表示画像の解像度の変化は、上述した第１実施形態と同じで
ある。
　第２番目の表示期間が開始すると、表示制御部１０は、複数本書込モードＷｍｕｌを選
択して、左目用画像Ｌ０を表示するためのデータ信号の書き込みを開始するように、液晶
パネル１００を制御する。液晶パネル１００において、この書き込み開始の直後から、画
面最上部においては、高い解像度の左目用画像Ｌ０（Ｌ－Ｇｏ）から、低い解像度の左目
用画像Ｌ０（Ｌ－Ｆａ）に遷移する。更に時間経過すると、画面中央部において、高い解
像度の左目用画像Ｌ０（Ｌ－Ｇｏ）から、低い解像度の左目用画像Ｌ０（Ｌ－Ｆａ）に遷
移する。それよりも更に遅れて、画面最下部において、高い解像度の左目用画像Ｌ０（Ｌ
－Ｇｏ）から、低い解像度の左目用画像Ｌ０（Ｌ－Ｆａ）に遷移する。そして、時刻ｔ３
の直後には、液晶パネル１００の全体で、低い解像度の左目用画像Ｌ０が表示される。
【００５４】
　第３番目の表示期間が開始すると、表示制御部１０は、単数本スキップ書込モードＷｓ
ｋｉｐを選択して、左目用画像Ｌ０を表示するためのデータ信号の書き込みを開始するよ
うに、液晶パネル１００を制御する。これにより、液晶パネル１００は、時刻ｔ３～ｔ５
において、単数本スキップ書込モードＷｓｋｉｐによるデータ信号の書き込みを行う。こ
の書き込みによる表示画像の解像度の変化は、第１番目の表示期間の場合と同じである。
　第２フレームについての表示制御部１０の動作の説明を省略するが、第１フレームの場
合と同様に、表示画像の解像度が変化する。
【００５５】
　以上のとおり、この実施形態の液晶表示装置１では、液晶パネル１００の全体で高い解
像度の画像が表示される期間がない（又はほとんどない）。そこで、この実施形態の液晶
表示装置１は、液晶パネル１００におけるどの領域、すなわち、どの走査線１１２に対応
する画素１１０を含む領域の画質を優先するかによって、光源２０を点灯させる期間を決
定する。
　一般に、液晶パネル１００の画面中央部付近に、上部及び下部に比べて重要な情報が集
まっていることが多く、ユーザーの視線も液晶パネル１００の画面中央部付近に向いてい
ることが多い。この場合、液晶パネル１００の表示領域１０１の上部及び下部に表示され
る画像の解像度が低くても、その低解像度の画像はユーザーによって視認されにくい。そ
こで、この実施形態では、液晶表示装置１は、液晶パネル１００の画面中央部付近の解像
度が高い期間を優先させて、光源２０を点灯させる。
【００５６】
　図８を見て分かるように、この実施形態では、時刻ｔ２～ｔ３及び時刻ｔ４～ｔ５の期
間γにおいて、画面中央部（中央部付近）の画像の解像度が高いことが分かる。また、時
刻ｔ１～ｔ２及び時刻ｔ３～ｔ４の期間Δは、画面中央部（中央部付近）の画像の解像度
は低解像度であるが、ユーザーに画像が視認されても、クロストークが発生しない期間で
ある。
　そこで、表示制御部１０は、液晶パネル１００に光源２０が発した光を照射する場合に
、
画面中央部（中央部付近）の画像の解像度が高い期間γを優先させて点灯させるように、
光源２０をＰＷＭ制御する。その際に、表示制御部１０は、期間γだけで光源２０を点灯
させて、要求輝度で光を照射することのできる場合には、期間Δでは光源２０を全消灯さ
せる（つまりデューティー比を０％とする）。一方で、表示制御部１０は、期間γだけで
光源２０を点灯（全点灯、デューティー比１００％）させても、要求輝度で光を照射する
ことができない場合には、期間Δで光源２０を点灯させる（つまりデューティー比を０％
よりも高くする）。
【００５７】
　図９は、図５に対応し、要求輝度と、ＰＷＭ制御におけるデューティー比との関係を示
すグラフである。
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　図８及び図９に示すように、表示制御部１０は、要求輝度が「Ａ」の場合には、期間Δ
でのデューティー比を０％とし、期間γでのデューティー比をｐ１％とする。表示制御部
１０は、要求輝度が「Ａ」よりも明るい「Ｂ」の場合、期間Δでのデューティー比を０％
とし、期間γでのデューティー比をｐ２％（ただし、ｐ２＞ｐ１）とする。
　画面中央部（中央部付近）の画像が低解像度のときに光源２０を点灯させなくとも、要
求輝度で液晶パネル１００に光を照射することができる場合には、表示制御部１０は、要
求輝度の光を液晶パネル１００に照射させるために、期間γだけで光源２０を点灯させ、
期間Δでは光源２０を全消灯させる。
【００５８】
　一方で、要求輝度が、期間γで光源２０を全点灯させた場合の輝度（閾値）を超える場
合には、表示制御部１０は、期間γのほかに期間Δにおいても、光源２０を点灯させる。
表示制御部１０は、要求輝度が「Ｃ」の場合、期間Δでのデューティー比をｐ３％とし、
期間γでのデューティー比を１００％（全点灯）とする。表示制御部１０は、要求輝度が
「Ｃ」よりも明るい「Ｄ」の場合、期間Δでのデューティー比をｐ４％（ただし、ｐ４＞
ｐ３）とし、期間γでのデューティー比を１００％（全点灯）とする。
　要求輝度が閾値以上であっても、表示制御部１０は、期間Δでの光源２０の点灯期間を
なるべく少なくするので、高い輝度で画像を表示する場合であっても、低解像度の画像が
ユーザーによって視認されにくくすることができる。
【００５９】
　以上の説明では、液晶表示装置１が、液晶パネル１００の画面中央部の画像の解像度が
高い期間を優先させて光源２０を点灯させていたが、液晶パネル１００の上部又は下部の
画像の解像度が高い期間を優先させて、光源２０を点灯させてもよい。
　この実施形態の液晶表示装置１によれば、液晶パネル１００の全体で高解像度の画像を
表示する期間がないか、又は、ほとんどない場合であっても、低解像度の画像をユーザー
によって視認されにくくしつつも、表示画像の明るさを確保することができる。
【００６０】
＜第３実施形態＞
　次に、本発明の第３実施形態について説明する。この実施形態では、液晶表示装置１が
、２Ｄ画像を表示する。以下の説明において、第１実施形態と同じ構成要素については同
一の符号を付して表し、その説明を省略する。
　なお、この実施形態の液晶表示装置１は、メガネ制御部１４に相当する構成等、３Ｄ画
像の表示に係る構成を有していなくてもよい。
【００６１】
　図１０は、図３に対応し、表示制御部１０の動作と、表示制御部１０の動作に応じた液
晶パネル１００及び光源２０の状態変化を説明する図である。図１０に示すように、表示
制御部１０は、第１フレームではフレーム画像Ｆ１を表示させ、第２フレームではフレー
ム画像Ｆ２を表示させるように、液晶パネル１００及び光源２０を制御する（図１０の「
Ｖｄ」の欄参照）。また、表示制御部１０は、第１実施形態と同様に一のフレームを３つ
の期間に分割して、第１実施形態と同様に書込モードを選択するものとする。
　図１０及び図３を対比しても分かるように、液晶パネル１００の画面最上部、画面中央
部及び画面最下部の解像度の時間的変化は、上述した第１実施形態と同じであるから、こ
こではその説明を省略する。
【００６２】
　図１１は、図５に対応し、要求輝度と、ＰＷＭ制御におけるデューティー比との関係を
示すグラフである。
　図１０及び図１１に示すように、液晶表示装置１が２Ｄ画像を表示する場合にも、要求
輝度が「Ａ」～「Ｄ」の場合には、上述した第１実施形態と同様に、画像更新期間で光源
２０を全消灯させつつも、画像表示期間では、前半期間よりも後半期間を優先させて、光
源２０を点灯させる。これにより、液晶表示装置１が、２Ｄ画像を表示する場合には、３
Ｄ画像を表示する場合に比べて、更に、表示画像の明るさを向上させることもできる。
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　具体的には、２Ｄ画像を表示する場合には、クロストークの発生の問題がないので、表
示制御部１０は、画像更新期間に光源２０を点灯させることも可能である。ただし、画像
更新期間には、前フレームの画像が液晶パネル１００において一部に残った状態であるか
ら、表示制御部１０は、画像表示期間を優先させて、光源２０を点灯させる。
【００６３】
　例えば、表示制御部１０は、要求輝度が「Ｄ」よりも明るい「Ｊ」の場合、画像更新期
間を含む期間εでのデューティー比をｐ５％とし、期間α及びβでのデューティー比を１
００％（全点灯）とする。期間αは、１フレーム期間に占める割合がａ％の期間である。
期間βは、１フレーム期間に占める割合がｂ％の期間である。期間εは、１フレーム期間
に占める割合が１００－ａ－ｂ％の期間である。表示制御部１０は、要求輝度が「Ｊ」よ
りも明るい「Ｋ」の場合、画像更新期間を含む期間εでのデューティー比をｐ６％（ただ
し、ｐ６＞ｐ５）とし、期間α及びβでのデューティー比を１００％（全点灯）とする。
【００６４】
　液晶表示装置１は、２Ｄ画像を表示する場合には、画像更新期間で光源２０を点灯しな
くとも、要求輝度で光を照射できる場合には、画像更新期間では光源２０を全消灯させる
。一方、液晶表示装置１は、画像更新期間も含めて光源２０を点灯しなければ、要求輝度
で光を照射できる場合には、画像更新期間で光源２０を点灯させることによって、表示画
像の明るさを更に向上させる。
　なお、この実施形態のように、画像更新期間で光源２０を点灯させる構成は、第２実施
形態の液晶表示装置１で２Ｄ画像を表示する場合に適用することもできる。
【００６５】
＜変形例＞
　本発明は、上述した実施形態と異なる形態で実施することが可能である。また、以下に
示す変形例は、各々を適宜に組み合わせてもよい。
　上述した各実施形態では、表示制御部１０は、複数本書込モードＷｍｕｌを選択したと
きには、走査線１１２を２本単位（つまりＫ＝２）で選択するように液晶パネル１００を
制御していたが、３本以上の複数本単位（つまりＫ≧３）で選択させてもよい。複数本書
込モードＷｍｕｌを選択したときに、表示制御部１０が同時選択する走査線１１２の本数
を増やすほど、縦方向の解像度が低くなるものの、画像更新期間を短くすることができる
。画像更新期間が短いほど、画像表示期間を長くすることができるので、液晶表示装置１
の表示画像の明るさを更に向上させるためには、同時選択する走査線１１２を増やすこと
が好ましい。
【００６６】
　上述した各実施形態の表示制御部１０における、書込モードの選択方法はあくまで一例
である。表示制御部１０は、上述した各実施形態と異なる順番で書込モードを選択しても
よいし、その他の書込モードを選択してもよい。
　また、表示制御部１０は、画像表示期間において、少なくとも１回、液晶パネル１００
にデータ信号の書き込みを行わせればよい。この場合であっても、表示制御部１０が、液
晶パネル１００の全体で解像度が高い画像を表示する期間や、特定の走査線に対応する画
素１１０の解像度が高い期間等の画像表示期間の一部の期間での点灯を優先させ、この画
像表示期間の他の少なくとも一部の期間でのデューティー比よりも高くするようにＰＷＭ
制御を行えば、低解像度の表示画像をユーザーによって視認されにくくしつつも、その表
示画像の明るさを確保することができる。
【００６７】
　上述した各実施形態では、液晶表示装置１は、画像表示期間の開始時刻よりも、液晶シ
ャッターの時間応答に応じた時間分だけ前に、３Ｄメガネ３０の液晶シャッター３２Ｌ、
３２Ｒを閉状態から開状態に遷移させていた。これに代えて、液晶表示装置１は、画像表
示期間の開始時刻と同期して、３Ｄメガネ３０の液晶シャッター３２Ｌ、３２Ｒを閉状態
から開状態に遷移させてもよい。
　また、３Ｄメガネ３０は、シャッターとして液晶シャッターを用いていたが、このシャ
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ッターは光の遮断と遮断とを制御できるものならばよく、液晶シャッターに限らず機械式
のシャッターでもよい。
【００６８】
　上述した各実施形態では、液晶表示装置１は、一のフレームを複数期間に分割して複数
回データ信号を書き込んでいたが、一のフレームを複数期間に分割しない構成としてもよ
い。例えば、液晶表示装置１は、複数フレームで１コマ分の映像信号Ｖｉｄ－ｉｎに基づ
いて画像を表示するとともに、フレーム単位で書込モードを変更してもよい。上述した第
１実施形態と同じ順番で書込モードを選択するならば、表示制御部１０は、第１番目のフ
レームで複数本書込モードＷｍｕｌを選択し、第２番目のフレームで単数本スキップ書込
モードＷｓｋｉｐを選択し、第３番目のフレームで単数本順次書込モードＷｓｅｒを選択
する、という具合である。
【００６９】
　上述した各実施形態では、液晶表示装置１は、光源２０の点灯を優先させる期間α又は
期間γにおいてデューティー比を１００％としても、要求輝度で光を照射することができ
ない場合に、期間β又は期間Δにおいても光源２０を点灯させ、デューティー比を０％よ
りも高くしていた。これに代えて、液晶表示装置１は、期間α又は期間γでのデューティ
ー比が１００％未満の所定値（例えば８０％）に到達すると、期間β又は期間Δのデュー
ティー比を０％よりも高くしてもよい。
【００７０】
　液晶１０５は、ＶＡ液晶に限定されない。ＴＮ（Twisted Nematic）液晶等、ＶＡ液晶
以外の液晶が用いられてもよい。また、液晶１０５は、ノーマリーホワイトモードの液晶
であってもよい。
　また、画素１１０を構成する液晶素子１２０は、透過型に限られず反射型であってもよ
い。
【００７１】
＜電子機器＞
　次に、上述した液晶表示装置１を用いた電子機器の一例として、液晶表示装置１をライ
トバルブとして用いたプロジェクターについて説明する。
　図１２は、本発明の一実施形態に係るプロジェクター２１００の構成を示す平面図であ
る。プロジェクター２１００は、液晶表示装置１の液晶パネル１００をライトバルブとし
て用いた、液晶プロジェクターである。
【００７２】
　図１２に示すように、プロジェクター２１００は、光源２０を内部に有する。光源２０
は、ここでは、発光ダイオード等の白色光源である。光源２０が射出した投射光は、３枚
のミラー２１０６及び２枚のダイクロイックミラー２１０８によってＲ色、Ｇ色、Ｂ色の
３原色に分離されて、各原色に対応するライトバルブ１００Ｒ、１００Ｇ及び１００Ｂに
それぞれ導かれる。
　なお、Ｂ色の光は、他のＲ色やＧ色と比較すると、光路が長いので、その損失を防ぐた
めに、入射レンズ２１２２、リレーレンズ２１２３及び出射レンズ２１２４からなるリレ
ーレンズ系２１２１を介して導かれる。
【００７３】
　プロジェクター２１００では、液晶表示装置１が、Ｒ色、Ｇ色、Ｂ色のそれぞれに対応
して３組設けられる。そして、Ｒ色、Ｇ色、Ｂ色のそれぞれに対応する映像信号がそれぞ
れ上位装置から供給される。ライトバルブ１００Ｒ、１００Ｇ及び１００Ｂは、それぞれ
、Ｒ色、Ｇ色、Ｂ色のそれぞれに対応する映像信号に応じて駆動される。
　ライトバルブ１００Ｒ、１００Ｇ、１００Ｂによってそれぞれ変調された光は、ダイク
ロイックプリズム２１１２に３方向から入射する。そして、このダイクロイックプリズム
２１１２において、Ｒ色及びＢ色の光は９０度に屈折する一方、Ｇ色の光は直進する。し
たがって、各色の画像が合成された後、スクリーン２１２０には、投射レンズ２１１４に
よってカラー画像が投射される。
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【００７４】
　ライトバルブ１００Ｒ、１００Ｇ及び１００Ｂには、ダイクロイックミラー２１０８に
よって、Ｒ色、Ｇ色、Ｂ色のそれぞれに対応する光が入射するので、カラーフィルターを
設ける必要はない。また、ライトバルブ１００Ｒ、１００Ｂの透過像は、ダイクロイック
プリズム２１１２により反射した後に投射されるのに対し、ライトバルブ１００Ｇの透過
像はそのまま投射されるので、ライトバルブ１００Ｒ、１００Ｂによる水平走査方向は、
ライトバルブ１００Ｇによる水平走査方向と逆向きにして、左右を反転させた像を表示す
る構成となっている。
【００７５】
　本発明の液晶表示装置は、プロジェクターに限定されない。本発明の液晶表示装置は、
テレビジョンや、ビューファインダー型・モニター直視型のビデオテープレコーダー、カ
ーナビゲーション装置、ページャー、電子手帳、電卓、ワードプロセッサー、ワークステ
ーション、テレビ電話、ＰＯＳ端末、デジタルスチルカメラ、携帯電話機、タッチパネル
を備えた機器等などが挙げられる。
【符号の説明】
【００７６】
１…液晶表示装置、１０…表示制御部、１１…映像処理部、１２…液晶パネル制御部、１
３…光源制御部、１４…メガネ制御部、２０…光源、３０…３Ｄメガネ、１００…液晶パ
ネル、１０１…表示領域、１１０…画素、１１２…走査線、１１４…データ線、１３０…
走査線駆動回路、１４０…データ線駆動回路、２１００…プロジェクター。

【図１】 【図２】
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